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私達は11/5～6にかけて行われた第54回小網代カップレースに出場致しました。今回の小網代カップは、ここまで1年をかけて行われた関東トラディショナルシリーズ（KTS）第5戦目、最終戦でした。今年度は「KTS全レース完走」という目標を掲げてきました。第4戦までを終えて、暫定順位はまだ入賞が狙える所におり今回のレースも完走を目指し挑みました。
レース当日スタート海面に行き風の確認をしました。前日の予報ではスタートから2、3時間はNE2～3knotの微風予報。その後、SWになり風が上がる予報でした。予報に備え微風時は西に伸ばすコースを取ることにしました。その為スタートはポートセットのスピンでのスタートとなりました。スタートは位置取りも良く、TREKKEE、CONTESSAに続く3番目に切ることが出来ました。スタートしてから暫くのスピンランは微風の中、後ろから来るGEFIONを抑えながら好調に走って行きました。
風が前に回ってきてジブNo.1アップ。クルーをキャビンの中に入れ、潮に上手く流されるように走らせて行きました。大島が見え始め、風も少し上がり始めてきた為ジブをNo.3にチェンジ。その際にバウがバリヤードを飛ばすミス。ハリヤード回収不能となり、ジブを全部降ろし切ってから新しいジブに代えました。
その後風が南に回り18～20knotまで上がりoneポン、twoポンとリーフをしました。日の入り直前に若干風が落ち着いた為、リーフを解除し再びNo.1にジブチェンジ。この際No.3のピークからジブバリヤードが外れるトラブルが発生し、ここからはメインのみでの帆走でフィニッシュを目指すこととなりました。

その後、竜王埼灯台の沖で再び風が上がり始め西からの風が平均30knot、ガストで40knotを超えました。メインセール1枚での帆走のため艇速は2knot程度。高いうねり、未経験の強風、夜の闇が私達の心を蝕んでいきます。いつまでもずっと竜王崎の灯台は私達の隣に居ました。心が折れそうになりながらデッキは気合のフルハイク、メイン、ヘルムは何度かタックを返しながらなんとか船を目的地に向けようと必死でした。



ここで追い討ちをかけるように、先行艇のフィニッシュ30分前コールがちらほら聞こえて来るようになってきました。船が進まぬ中そのまま明け方を迎え、気付けばロールコールの際のレース本部からの呼びかけは、私達フルードリスのみになっていました。
その後風がだいぶ落ちN-NE14～18knotになった為、ハリヤードの状態を確認をしスピンハリヤードでストームジブをアップしました。そしてそのまま大島回航を終え、最後小網代を目指す最後の上りレグです。リーフを解除しフルメインのものの、ストームジブの為艇速が思った程出ず、更に上ることも難しかった為ここからはタイムリミットとの勝負になってきました。何とかして時間内にフィニッシュしたいそう強く思いながら遠ざかって行く大島を見ていました。
最後の14:00のロールコールの時もう城ヶ島の橋が目視できる所まで来ていました。しかし15:30にフィニッシュを切ることは出来ませんでした。時間内にフィニッシュをする事は出来ませんでしたが私達は最後まで走り切ろうと決め、何度かタックを返しながら帆走のまま小網代を目指しました。

そして16:45、スタートから約30時間かけて小網代に戻って来ました。今回のレースはリタイアする艇もあったサバイバルレースとなりましたが最後まで諦めず走り抜いた事は私達にとって大変貴重な経験となりました。

ホームポートの諸磯に帰ってきて食べたレース実行委員会からの熱々のおでんと甘酒の差し入れは格別に美味しかったです。これはロングレースを走りきった人にしか味わうことの出来ない味だと思います。

これから、今年度KTSシリーズ全レースに出場した唯一の学生の船として自信を持ちこの経験を活かしてまた練習に励んでいきます。最後に今回のレースでお世話になったJSAF三浦外洋セーリングクラブ、小網代ヨットクラブ、小網代カップレース実行委員会の皆様、また応援して下さった方々ありがとうございました。




